著作目録（平田隆一） by 東北大学史料館
著作目録（平田隆一）
著者 東北大学史料館
号 743
発行年 2000-03
URL http://hdl.handle.net/10097/00065560
平田隆 教授著作目録
平成 12年3月
東北大学記念資料室
(著作目録第 743 号)
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学
平 田 隆 ・ 一 教 授 略 歴
生 年 月 日 昭 和 Ⅱ 年 ( ] 9 3 6 年 ) Ⅱ 月 2 7 日 生
本 籍 地 宮 城 県
所 属 東 北 大 学 大 学 院 国 際 文 化 研 究 科 ( ヨ ー ロ , パ 文 化 論 講 座 )
歴
昭 和 3 4 年 ( 1 9 5 9 年 ) 3 月
昭 和 3 6 年 ( ] 9 6 1 年 )  3 月
昭 和 3 6 年 ( 1 9 6 ] 年 )  4 月
昭 和 3 6 年 ( 1 9 田 年 ) ] 1 月
ミ
網
昭 和 4 1 年 a 9 6 6 年 ) 3 月
学
東 北 大 学 文 学 部 史 学 科 ( 西 洋 史 学 専 攻 ) 卒 業
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 修 士 課 程 ( 西 洋 史 学 専 攻 ) 修 了
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 博 士 課 程 ( 西 洋 史 学 専 攻 ) 進 学
ロ ー マ 大 学 文 哲 学 部 エ ト ル ス キ ・ イ タ リ ア 古 代 学 科 ( 1 S t i t U 加  d i
E t r u s c 0 1 0 g i a  e d  A n t i c h i 捻  l t a l i c h e ,  u n i v e r s i t a  d e g l i  s t u d i  d i
R o m a ) イ タ リ フ 政 府 給 費 留 学 ( ~ 1 9 6 4 年 6 月 )
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 博 士 課 程 ( 西 洋 史 学 専 攻 ) 中 途 退 学
位
昭 和 5 7 年 ( 1 9 8 2 年 ) Ⅱ 月
受 賞
平 成 5 8 年 ( 1 9 8 3 年 )  6 月
職
歴
昭 和 4 1 年 ( 1 9 6 6 年 )  4 月
昭 和 4 2 年 ( 1 9 6 7 年 ) ] 0 月
昭 和 4 4 年 ( ] 9 6 9 年 ) 4 月
昭 和 5 2 年 ( 1 9 7 7 年 )  4 月
昭 和 5 8 年 ( 1 9 8 3 年 )  4 月
文 学 博 士 東 北 大 学 信 兪 戈 題 目 「 エ ト ル ス キ 国 制 の 研 究 D
マ ル コ 求 一 口 賞 ( イ タ リ ア 文 化 会 館 )
東 北 学 院 大 学 助 手
東 北 学 院 大 学 講 師
東 北 学 院 大 学 文 学 部 助 數 授
東 北 大 学 教 養 部 助 教 授
東 北 大 学 教 養 部 教 授
平成5年(19船年)4月
平成 9年(]997年)4月
平成]2年(2000年) 3月
非常勤講師
秋田大学,
学会ならびに社会における活動
東北史学会評議員,イタリア学会評議員,
国際文化学会会長,仙台日伊協会副会長
東北大学大学院国際文化研究科教授
東北大学評議員(~19船年3月)
東北大学停年選職
岩手大学,山形大学,東北学院大学,福島大学,東京大学,放送大学,大阪大学等
西洋史研究会理事,古代学協会評議員,東北大学

著書(単著)
書 名
D L'onomastica Falisca e isuoiRapp0血 Leo s
Con la Latina e l'Etrusca
2) lbレスキ国制の研究
文(単著)
論文名
D エトルスキ語の研究
一特にその解読法にっVてー
2)フ,りスク語人名ならびにそのラテ
ン語及びエトルスキ人名との関係
(1),(Ⅱ),(Ⅲ)
3)エトルスキの政務官職
ータルクィニフ及びムサルナの碑
文史料の検討一
4)エトルスキの政務官職
ートゥスカニア,ノルキア,キウー
ジ等の碑文史料の検討一
5)エトルスキの政務官職
ーヴルチの碑文史料の検討一
6)エトルスキの政務官職
一文献史料と碑文史料総揺一
フ)エ"レスキ王政(D
ーウゞイーの王政一
8)工しレスキの政務官職
一研究史を中心としてー
9) Eine Betrachtung ober das
etruskische Amte則esen
10) ZⅡao mexlrasna]と Praetor Etruriae
XV POPulonlm
作 目 録
出版社
Olschki
南窓社
書名・雑誌名(出版元)
「文化」陳北大学文学会)
第2捲第3号
「文化」陳北大学文学会)
第29巻第 4 号,第30巻第 2 号,
第3号
「西洋史研究」第十・十一合併号
陳北大学西洋史研究会)
出版年月
1967年5月
頁
全93頁
1982年2月全371頁
刊行年旦
19印年9月
「文化」陳北大学文学翻
第32巻第3号
1966年3月,
8月,11月
1-26
「西洋古典学研究」
佃本西洋古典学会) XVⅢ
「東北学院大学論集一歴史学・地
理学一」第1号
「東北学院大学論集一歴史学・地
理学一」第2号
「古代学」估代学協会)
第18巻第 1号
'Das Altertum', He丘 3/1972
1968年]月
1-34,1-44,
1-43
1969年2月
15-33
1970年3月
31-51
1970年6月
「東北学院大学論集一歴史学・地 1972年]2月
理学一」第3号
75-80
1971年12河
29-58
1972年3月
N7-179
1972年
50一印
158-167
1-29
?
?
?
2I D  L a  m 伽 a r c h i a  e t r u s c a  i n  v e i o
1 2 ) エ ト ル ス キ 王 政
ー ポ ル セ ン ナ の 王 政 一
1 3 ) 古 0  ー マ 共 和 政 の 成 立
一 端 緒 期 に お け る 政 務 官 職 と そ の
成 立 年 代 一
1 心 古 0 ー マ 共 和 政 の 成 立
一 学 説 批 判 一
1 5 ) エ ト ル ス キ の  e t e r a  な ら び に
I a u t n e t e r i
1 6 ) エ ト ル ス キ 語 解 明 の 現 状
一 三 つ の 問 題 を 中 心 に ー
1 7 ) エ ト ル ス キ の 政 務 官 職 に 関 す る 新 L
し 碑 文 史 料 に つ V て ー
玲 ) " ー マ 市 民 共 同 体 を め ぐ る 若 干 の
問 題 一 弓 削 氏 の 市 民 共 同 体 論 の
検 討 一
1 9 ) " ー マ 市 民 共 同 体 論
- c i v i t a S  国 家 の 特 質 と そ の 歴 史 的
展 開 一
2 の " ー マ 王 政 の 構 造
ー 『 c i Ⅵ t a S  国 家 』 と の 関 連 に お V
て ー
2 D  市 民 共 同 体 と 0 ー プ 国 家
ー ウ , チ , ン , 説 の 検 討 を 中 心
' A n n u a r i o '  q s t i t u t o G i a p p o n e s e  1 9 乃 年
d i  c U 1 加 r a  i n  R o m a ) ,  X
「 西 洋 史 研 究 」 価 洋 史 研 究 会 )  1 9 7 3 年 Ⅱ 月
新 輯 第 2 号
『 政 治 権 力 の 史 的 分 析 』 佶 岡 昭 彦  1 9 7 5 年 1 月
編 著 , お 茶 の 水 書 励
「 東 北 学 院 大 学 論 集 一 歴 史 学 ・ 地
理 学 」 第 5 号
「 東 北 学 院 大 学 論 集 一 歴 史 学 ・ 地
理 学 一 」 第 6 号
' s p a z i o ' ( オ リ ベ , テ ィ )  1 3
フ - 2 9
1 - 2 7
「 東 北 学 院 大 学 論 集 一 歴 史 学 ・ 地
理 学 一 」 第 7 号
「 西 洋 史 研 究 」 晒 洋 史 研 究 会 )
新 輯 第 7 号
1 9 7 5 年 3 月
Ⅱ 一 U
} 9 7 6 年 1 月
3 9 - 7 4
「 數 養 部 紀 要 」 陳 北 大 制
第 3 0 号
訟 ) 初 期 0 ー マ の 領 域 と 人 口
1 9 7 6 年 8 月
3 1 - 7 4
器 ) ポ リ ス と 0 ー マ 帝 国
一 理 論 的 一 考 察 一
2 4 ) ケ ン ト ゥ リ ア 制 の 成 立 に つ い て
1 9 7 6 年 1 2 月
「 歴 史 」 陳 北 史 学 会 )
第 認 輯
4 5 - 7 8
1 9 7 8 年 1 1 月
3 1 - 5 0
「 古 代 文 化 」 估 代 学 協 会 )
第 3 2 巻 第  2 , 4 , 7  号
1 9 7 9 年 2 月
1 5 3 - 1 6 8
「 歴 史 」 陳 北 史 学 会 )
第 弱 輯
「 古 代 文 化 」 估 代 学 協 会 )
第 3 3 巻 第  7 ・ 号
「 教 養 部 紀 要 」 陳 北 大 学 )
第 詔 号
1 9 7 9 年 1 0 月
1 - 2 5
1 9 8 0 年 2 月 ,
4 月 , 7 月
1 - 1 9
1 9 8 0 年 1 1 月
1 - 1 9 , 1 - 2 2 ,
1 - 2 3
1 9 8 1 年 7  打
フ - 3 0
1 9 8 1 年 2 月
1 9 - 3 0
1 9 3 - 2 1 6
Ⅱ Ⅲ
?
25)ギリシア・ 0 ーマにおける国家と朴
会の諸形態ーデ'ア"ノフ=ヤ"
プソソ説をめぐる若干の問題一
26)ギリシア・ 0 ーマにおける「国際的」
諸関係の構造一類型論的考察一
27) Foedus cassia如m における平和と
戦争に関する規定にっして
2剖"ーマ帝国と中世ヨー0,パ
一時代区分のための方法論的覚え
書きー
29〕 Die sogenannten
Neutralit飢Sbestimmungen m
Foedus cassianum
「歴史」陳北史学会)
第62輯
『文化における受容と変容』儁橋}985年2月
富雄編,角川書周
19釘年4月「歴史」陳北史学会)
第68輯
『綜合研究中世の文化』(片野逹 1988年2月
郎編,角川書店)
3の La monarchia di porS印na
]984年7月
3D 初期"ーマ共和政における国家権力
と宗教
-1mperlum, auctorltas, ausplcla,
mtercesslo, sacrosanctltas
32) Tribuni mⅡi加m consulari potestate
制
ーその成立と展開の歴史的背景一
33) Die Entstehung der r6misch飢
R即UNik und ihre erste
Magistratur
34)"ーマ共和政初期のパト 0ネジ=ク
リエンテラ
35) 0 ーマの民会
ーその特質・形成・展開一
36)ギリシア・0ーマの史書における歴
史意識.時間意識ーリウバウスに
おける時代把握を中心にー
Fon1ιS qf c011tl01のld
S1ιhωdi"aガ0π hlthι A11αι11t
Wのld (T. Yuge & M. Doied.,
EJ. Bri]1)
'Annu rio' qstituto Giapponese
di cultura in Roma), XXⅡ
(1986-1987)
『歴史における宗教と国家一0-
マ世界からヨー0ゞパ世界へ』
唯藤伊久男・松本宣郎共編,
南窓社)
「教養部紀要」陳北大制
第剥号
3
1-26
150-161
425-4記
1 -26
79-102
1988年
64-80
96-104
1988年
'Kodai. Journal of Ancient
Histow'(The Editorial Board of
KODAD, V01.2
『古典古代とパト 0ネジ』(長谷川 1992年Ⅱ月
博隆編,名古屋大学出版会)
「西洋史研究」晒洋史研究会) 19兜年H月
新輯幻号
『文化における時間意識』峨部治 1993年2月
雄編,角川書周
フ-22
1990年3月19-59
1990年12月
1991年
199-2玲
21-43
99-126
43 7 ) キ ケ " の " ー マ 王 政 論
ー 「 正 し い 王 」 ・ 「 不 正 な 王 j  像 の
実 態 一
3 8 ) ア テ ネ 信 主 政 と 0 ー マ 後 期 王 政
ー そ の 崩 壊 前 後 に お け る d e m o S と
P l e b S  の 動 向 ( そ の  D -
3 9 ) ア テ ネ 惰 主 政 と " ー マ 後 期 王 政 ( そ
の  2 ) ー タ ル ク イ ニ ウ ス . プ リ ス
ク ス の 王 政 の 構 造 一
如 ) ア テ ネ 俗 主 政 と " ー マ 後 期 王 政 ( そ
の 3 ) ー セ ル ウ ' ウ ス . ト ゥ リ ウ
ス 王 政 の 出 自 ・ 即 位 ・ 王 権 の 性 格 一
4 1 ) ア テ ネ 惰 主 政 と  0  ー マ 後 期 王 政 ( そ
の 4 ) ー セ ル ウ ィ ウ ス ・ ト ゥ リ ウ
ス 王 政 の 構 造 一
4 2 ) 求 ソ ペ イ の 起 源
ー 《 都 市 国 家 》 の 形 成 過 程 一
『 支 配 に お け る 正 義 と 不 正 ー ギ リ
ン ア と  0  ー マ の 場 合 』 ( 平 田 隆
ー ・ 松 本 宣 郎 共 編 , 南 窓 社 )
「 国 際 文 化 研 究 」 第 2 号 陳 北 大
学 国 際 文 化 学 会 )
「 ヨ ー " ゞ パ 研 究 」 ( 東 北 大 学 大 学
院 国 際 文 化 研 究 科 " - 0 、 パ 文
化 論 講 胴 創 刑 陽
咽 際 文 化 研 究 科 論 集 j ( 東 北 大 学
大 学 院 国 際 文 化 研 究 科 ) 第 4 号
1 9 9 4 年 3 月
7 9 - 1 0 2
1 9 9 5 年 1 2 月
説
書 名 , 表 題 等
D  古 代 " ー マ に お け る 宗 教
一 王 政 ・ 共 和 政 時 代 の 国 家 宗 教 と
外 来 宗 教 一
2 ) ギ リ シ ア と  0  ー マ の 狭 問
ー エ ト ル リ ア ー
「 国 際 文 化 研 究 」 ( 東 北 大 学 大 学 国
際 文 化 学 会 ) 第 3 号
1 - 1 3
1 9 9 6 年 3 月
「 ヨ ー  0  ゞ パ 研 究 」 第  2  号 ( 東 北
大 学 大 学 院 国 際 文 化 研 究 科 ヨ ー
" , パ 文 化 論 講 座 )
4 1 - 6 8
1 9 9 6 年 1 2 月
研 究 ノ ー ト
D  エ ト ル ス キ の 政 務 官 職
- p f 挺 璃 説 を め ぐ っ て ー
2 ) " ー マ 共 和 政 国 家 と エ ト ル ス キ 宗 教
一 研 究 ノ ー ト か ら ー
ト 1 6
1 9 9 6 年 1 2 月
雑 誌 名 ( 出 版 元 )
「 ヨ ー 0 , パ に お け る 宗 教 と そ の
か た 以 続 ) 」 価 洋 史 研 究 会 )
7 1 一 舗
1 9 9 8 年 9 月
『 岩 波 講 座 世 界 歴 史 U
皓 波 書 周
3 3 - 8 7
出 版 年
1 9 9 7 年 9 月
「 西 洋 史 研 究 」 晒 洋 史 研 究 会 )
新 輯 第 1 号
「 教 養 部 紀 要 」 陳 北 大 制
第 U 号
頁
1 5 - 4 1
1 9 9 8 年 6 月
H 3 - 1 3 5
1 9 7 2 年 1 1 月
1 9 8 4 年 1 2 打
1 2 7 - 1 3 7
2 1 4 - 2 3 4
?
学界動向
D ビルンの金の薄板上のエトルスキ語
銘文
2)エトルスキ研究の近況
3)エ~レリアにおける下層身分
-RiX と de sim伽e のエトルス小
語人名研究
4)キリソア・ 0 ーマにおける支配と征
属の諸形態一"Forms of contro]
a訂d subordination in An"quity"
を読むー(清宮敏と共割
「古代学」估代学協会)
第13巻第 2・号
「史学雑誌」映学会)
第83編第3号
「東北学院大学論集一歴史学・地
理学一」第4'号
1) H.H. SCU11ard, r11ι三b訂Sι口π C所お
απd RO"1ι,1967
2) V.W. Harris, RO"1ι iπ三tπιアiααπd
U"1h11α,1971
3) D. Mustl,1e打dι112ι 11ι1/a si0π'og1五jia
1ωπm汝ιgπmsN R例1ιαπalm. sh肋
SN ι加i0 ι Di0π卿 dHh'm"1αSSO,1970
4) H.M.ラースト(鈴木一州訳)「七ル
ウィウスの改革」(「西洋古代史論
集Ⅱ」古代学協会)
5)岩井経男「共和政0 ーマのムニキビ
ウム都市裁判制度成立に関するー
考察」『文化』 41,ν2
6)角田文衛著聆一0,パ古代史論考』
「西洋史研究」晒洋史研究会)
新輯17号
1966年12月
1974年3月
玲3-139
1974年
45一田
「西洋古典学研究」細本西洋古典 1970年3月
学会), XⅥ11
「西洋古典学研究」細本西洋古典 1973年3月
学会),惑1
「西洋古典学研究」細本西洋古典 1976年3月
学会),惑IV
33-58
1988年11月138-]好
フ)エイナル・イ.ルシ.タート著(浅
香正訳)ルーマ都市の起源』
8) A. Demandt, Der Fa11 Roms,1984
『法制史研究』舷制史学会)26
a97の
『法制史研究』幟制史学会)28
(1978)
143-145
107-110
「古代文化」枯代学協会)
第鈴巻第2号
『法制史研究』怯制史学会)34
(198心
「西洋古典学研究」細本西洋古典
学会), X惑Ⅵ
1977年3 jl
139 ・N2
1979年3月
284 287
295-296
1981年2月
1985年3月
53-60
1988年3月
379-383
114-117
?
??
6翻
『 エ ト ル リ フ の 興 亡 』
2 ) り チ + ー ト ・  W . サ ザ ソ 著 『 歴 史 叙 述 創 文 社
の ヨ ー  0 , パ 的 伝 統 』 ( 大 荘 善 男 ,
佐 藤 伊 久 男 , 渡 部 治 雄 と 共 調
著 者 ・ 書 名
学 会 発 表 ( 口 頭 報 告 )
発 表 テ ー マ
D  I . ト ル ス キ 語  1 ~  6  の 数 詞
2 ) エ } り レ ス キ の 政 務 官 職
ー ヴ ル チ の 碑 文 史 料 の 検 討 を 中 心
出 版 社
タ イ ム ラ イ フ プ ッ ク ス
3 ) エ ト ル ス キ の 王 政
ー ウ . イ ー の 王 政 一
心  0 ー マ 共 和 政 の 成 立
5 )  0  ー マ 市 民 共 同 体 を め ぐ る 若 干 の
問 題
一 弓 削 氏 の 市 民 共 同 体 論 の 検 討 一
6 )  D i e  s o g 飢 a n n t e n
N e u t r a l i t 戲 S b e s t i m m 醐 g e n  i m
F o e d u s  c a s s i a n u m
フ )  F o e d u s  c a s S ね n u m  に お け る V わ ゆ 史 学 会
る 中 立 規 定 に つ い て
8 ) 籾 期 0 ー ヤ の 身 分 闘 争 に 関 す る 一 考 西 洋 史 研 究 会
察
西 洋 史 学 会
9 ) 籾 期 " ー マ の ク リ エ ン テ ー ラ
西 洋 史 研 究 会
1 の 共 和 政 " ー マ の 民 会
ー そ の 特 質 ・ 形 成 ・ 展 開 一
I D  ア テ ネ 偕 主 政 と 0 ー マ 後 期 王 政
ー そ の 崩 壊 期 に お け る d e m o S と
P ] e b S  の 動 向 一
出 版 年
1 9 7 7 年
発 表 学 会 等
東 北 史 学 会
日 本 西 洋 古 典 学 会
頁
全 1 6 0 頁
1 9 7 7 年 全 2 0 2 頁 ( 担
当 箇 所 3 - U
動
東 北 史 学 会
発 表 場 所
福 島 大 学
関 西 学 院
日 本 西 洋 史 学 会
西 洋 史 研 究 会
発 表 年 月
1 9 6 0 年 1 0 月
1 9 6 8 年 6 月
古 代 世 界 研 究 国 際 シ ン 求 ジ ウ ム
東 北 学 院 大
大 阪 大 学
青 山 学 院 大
学
1 9 7 1 年 5 月
1 9 7 4 年 5 月
1 9 7 7 年 1 1 月
1 9 9 4 年 6 月
裾 野 市 富 士
教 育 研 究 所
東 京 大 学
1 9 8 6 年 1 月
東 北 大 学 国 際 文 化 学 会
青 山 大 学
1 9 8 6 年 1 月
名 古 屋 大 学
青 山 学 院 大
学
東 北 大 学
1 9 8 9 年 H 月
1 9 9 1 年 5 月
1 9 町 年 Ⅱ 月
』
?
?
?
??
?
?
、 ?
?
??
?
?
?
12)人名から見たエトルスキ社会
概説・解説等
表題
D カルタゴと0ーマ
2)"ーマの建国
一伝説と史実一
東北大学国際文化研究科創立5周東北大学
年記念シソ求ジウム
3)工扣レリア
等
4)"ーマ共和政
5) 0ーマ文明の源流;イタリア都市国
家の繁栄
6)世界の中のイタリア語・ラテソ語
フ)イタリアの起源一起源前のイタリア
の歴史と文化
8)失われた工しレリア語を追う
書名,雑誌名(出版元)
ルーマ帝剛紲界文化初
『古代晒洋先史一5世紀)オリ
エソト.ギリシア・戸ーマ』
(学研
b、りタニカ国際大百科辞典 3』 1972年7月
ティビーエス・プリタニカ
『文献解説ヨー 0 ゞパの成立』 1981年6月
倆窓社)
『世界の大遺跡6 0 ーマ帝国の繁 1987年1月
栄儲談初
『0 ーマへの道』(仙台口伊協会) 1990年4月
舮ーマへの道』(仙台日伊協会) 1990年4月
1998年Ⅱ月
7
その他
D 「回顧と展望」
発表年月
1968年7月
1969年11月
頁
65-73
273-27フ
2)「回顧と展望」
3)「学史」マ,シモ・パ 0 "テ 1 ーノ先
生を悼んで
戸』一「才
『言語』(大修館書店), V01.27,
NO.10
ロ^叉'
報告書(すでに論文として発表Lたものは除く)
D 紀元前7 -5世紀におけるイタリア『昭和引・62年度科学研究費研究
補助金(一般研究C)研究成果諸民族の諸関係の総合的研究
報告書』一特にエトルスキ, ローマ,フブ
'ウム,キリシア,カルタゴ間
の政治的・軍事的・経済的関係
につVてー
114-117
儒一97
『史学雑誌』峡学会)
第88編第5号
『史学雑誌』映学会)
第97編第5・号
『古代文化』估代学協会)
第U巻第8号
6- 2,
105-109
Ⅱ7-122
58一船
1998年10月
5}-54
34-38
}979年5 旦
]978年3月1-8
1988年5月
295-300
1995年8月
328-333
8の " ー マ 建 国 伝 承 の 史 実 性 ・ 神 話 性 を
め ぐ る 諸 問 題
- p o u c e t 説 ,  D u m 6 Z i 1 説 の 批 判 を
中 心 に ー
一 般 書 翻 訳 ( イ タ リ ア 語 )
D  ゴ ・ ソ ツ ォ ・ オ ル ラ ソ テ ィ 編 『 マ ー ク ・
ト ゥ エ ー ソ 』
2 ) ロ ベ ル ト . カ ル ー シ 著 『 イ プ セ ソ 』
『 宗 教 の 1 十 会 的 ・ 文 化 的 機 能 に 関
す る 総 合 的 研 究 』 ( 平 成 6 年 度
特 定 究 費 研 究 成 果 報 告 割
評 論 社
W 舗 年 3 月
評 論 社
3 2 - 3 5
1 9 7 6 年 1 1 月
] 9 7 6 年 1 1 月
全 1 5 5 頁
全 1 5 6 頁
